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　我が国の人工林が本格的な利用期を迎える中で、豊富な森林資源を循環利用し、林業の成長産
業化を実現するため、林野庁ではICT利用によるスマート林業にとどまらず、様々な先進技術を
活用した「林業イノベーション」を推進しています。新技術の開発から普及に至る取組を効果的
に進め、林業現場への導入を加速化することを目的として令和元年12月に策定した「林業イノベー
ション現場実装推進プログラム」（https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/ken_
sidou/191210.html）に基づき、作業の安全確保や効率性の向上を目指した林業機械
の開発を促進しています。
　林野庁が支援を行っている新たな技術等を活かして開発された林業機械について紹介します。

高性能林業機械について
〜新たな技術を活かした開発〜
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伐
採
か
ら
運
材
ま
で
行
う

機
械
の
開
発

　
伐
採
、
集
材
、
運
材
な
ど
の
一
連
の
作
業

を
機
械
に
よ
り
自
動
化
、
遠
隔
操
作
化
を
図

る
こ
と
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
人
力
に
よ
る
作
業
を
少
な
く
す
る
こ

と
で
安
全
性
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
林
業
の
現
場
で
は
、伐
採
作
業
は
未
だ
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
人
力
に
よ
る
作
業
が
多
い

の
で
す
が
、
労
働
災
害
が
最
も
発
生
し
や
す

い
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
本
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
で
は
、
傾
斜
地
に
も

対
応
し
た
遠
隔
操
作
式
の
伐
倒
作
業
車
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
で
は
、
作

業
者
が
安
全
な
場
所
に
お
い
て
、
手
元
の
モ

ニ
タ
ー
で
車
両
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
の
映
像

を
見
な
が
ら
、
リ
モ
コ
ン
操
作
で
伐
倒
か
ら

搬
出
ま
で
の
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
車
両
の

後
方
に
ウ
ィ
ン
チ
を
設
置
し
て

お
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
傾
斜
40
度
の
林

内
で
も
安
定
し
て
走
行
・
作
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伐
倒
し
た
木
材
を
土
場
に

集
め
る
集
材
作
業
で
は
、
架
線
を
使
用
し
た

集
材
に
お
い
て
木
材
の
落
下
や
切
れ
た
ワ
イ

ヤ
ー
の
跳
ね
返
り
の
危
険
が
あ
る
と
と
も
に
、

山
の
斜
面
を
移
動
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
を
木
材
に

取
り
付
け
る
な
ど
の
重
労
働
の
部
分
が
依
然

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
イ
ワ
フ
ジ
工
業
㈱

で
は
、集
材
作
業
の
自
動
化
を
目
指
し
た
「
架

線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
写
真
３
）」
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
伐

倒
さ
れ
た
木
を
認
識
し
、
掴
み
、
移
動
し
て
、

下
ろ
す
ま
で
の
作
業
を
自
動
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
映
像
（
写
真
４
）
を

見
な
が
ら
安
全
な
場
所
で
遠
隔
操
作
す
る
技

術
は
既
に
実
用
化
さ
れ
、
現
在
実
際
の
現
場

で
実
証
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
土
場
な
ど
か
ら
丸
太
を
運
び
出
す
運
材
作

業
は
、
生
産
作
業
の
効
率
化
を
図
る
上
で
も

重
要
な
工
程
の
一
つ
で
す
。
㈱
諸
岡
は
セ
ン

写真１　中央のアタッチメントで立木を掴みそのまま伐倒

写真２　ワイヤーで傾斜地の走行を補助

写真４　架線式グラップルに設置したカメラ映像 写真３　架線式グラップルによる集材作業
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シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
内
部
機
構
を
電
子
制
御

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、木
材
の
積
込
み・走
行・

積
下
し
の
一
連
の
作
業
を
リ
モ
コ
ン
操
作
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
の
省
力
化
と
安
全

性
の
確
保
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
積
込

ん
だ
丸
太
の
重
量
等
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
稼
働

時
間
の
デ
ー
タ
等
を
自
動
記
録
す
る
こ
と
で

作
業
情
報
の
管
理
の
効
率
化
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
車
体
に
搭
載
し
た
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ（
写

真
５
）
で
は
、
路
面
形
状
の
デ
ー
タ
化
（
写

真
６
）や
３
次
元
地
図
の
作
成
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、
こ
の
技
術
を
将
来

自
動
運
転
に
応
用
で
き
る
よ
う
、
技
術
の
改

良
や
実
証
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

造
林
作
業
用
機
械
の

開
発

　
傾
斜
地
や
炎
天
下
の
下
で
行
う
造
林
作
業

は
、
作
業
員
の
労
働
負
荷
が
大
き
く
、
蜂
刺

さ
れ
災
害
や
刈
払
機
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
事
故

等
も
起
き
る
危
険
も
伴
い
ま
す
。
造
林
作
業

の
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
作
業
の
効
率

化
や
労
働
負
荷
の
大
幅
な
軽
減
、
安
全
の
確

保
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
㈱
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム
の
造
林
作
業
機
「
山

も
っ
と
モ
ッ
ト
」（
写
真
７
、８
）
は
、ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
を
付
け
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
林

地
残
材
の
集
積
や
苗
運
搬
の
ほ
か
、
伐
根
粉

砕
や
下
草
刈
り
作
業
を
１
台
で
実
施
で
き
る

機
械
で
、
既
に
令
和
元
年
か
ら
受
注
販
売
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
型
遠
隔
操
縦
式

下
刈
り
機
（
写
真
９
）
は
、
急
傾
斜
地
や
狭

い
植
栽
間
隔
の
造
林
地
で
も
下
刈
り
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
市
販
化
に

向
け
て
改
良
、
現
地
実
証
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

高性能林業機械について 〜新たな技術を活かした開発〜

写真６　3D-LiDERによる路面形状のデータ化

写真５　遠隔操作走行と3D-LiDERによる路面のスキャニング

写真７、８	 林地残材を集積し、作業の支障となる伐
根を処理

写真９　小型遠隔操縦式下刈り機
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た
操
縦
を
行
う
こ
と
で
、
効
率
的
で
安
全
に

施
工
が
出
来
ま
す
（
写
真
12
、
13
）。
林
野
庁

で
は
、
現
在
こ
の
重
機
の
操
縦
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
シ
ス
テ
ム
改
良
・
現
地
実
証
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
先
進
技
術

を
林
業
機
械
に
導
入
し
、
林
業
の
各
種
作
業

が
効
率
化
、
省
力
化
さ
れ
、
安
全
性
も
向
上

さ
れ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（M
ori-H

ub  

森
ハ
ブ
）

　

林
野
庁
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
林
業
機

械
の
開
発
を
含
む
、「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
掲
げ
る

２
０
２
５
年
を
目
途
と
し
た
技
術
開
発
、
基

盤
デ
ー
タ
の
環
境
整
備
、
普
及
等
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
「
林
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

M
ori-Hub	

森
ハ
ブ
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す

（https://w
w
w
.rinya.m

aff.
go.jp/j/kaihatu/m

orihub/
m
orihub.htm

l

）。

　
森
ハ
ブ
で
は
今
年
度
、
機
械
開
発
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
異
分
野
の
も
の
を
含
め

た
先
進
技
術
の
探
索
を
行
う
と
と
も
に
、
産

学
官
の
様
々
な
知
見
者
に
よ
る
専
門
委
員
会

に
お
い
て
、
林
業
の
戦
略
的
技
術
開
発
・
実

装
等
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
森
ハ
ブ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
に
向
け
た
支
援
機
能
に
よ
り
技
術
の
現

場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題
解
決
を
促

進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

先
進
技
術
を

活
用
し
た
開
発

　

通
信
電
波
が
圏
外
と
な
る
森
林
内
で
も
、

㈱
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ　
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
が
開
発

し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
通
信
シ
ス
テ
ム
「
ｓ

ｏ
ｋ
ｏ
︱
ｃ
ｏ　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
を
利
用
す

れ
ば
、
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
林
内
作
業

者
同
士
で
、
お
互
い
の
位
置
確
認
や
チ
ャ
ッ

ト
連
絡
等
の
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
と
な
り
、

常
時
作
業
状
況
の
共
有
と
作
業
員
の
安
全
確

認
が
出
来
ま
す
（
写
真
10
、
11
）。
こ
の
通
信

シ
ス
テ
ム
等
は
、
今
年
度
か
ら
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
㈱
ジ
ツ
タ
は
、
森
林
作
業
道
作
設
の
情
報

化
施
工
を
行
う
シ
ス
テ
ム
機
器
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
重

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
予
め
用
意
さ
れ
た
森

林
作
業
道
設
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
指
示
さ
れ

写真12▲、13◀
重機のキャビン内に操縦ガイダンスを表示

写真11	 重機等に設置される
	 中継機

写真10	 通信アプリケーション画面
	 （近接作業警告アラート表示）
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第44回全国育樹祭記念
2021森林・林業・環境・

機械展示実演会
　10月10日（日）、11日（月）の２日間、北海道苫小牧東部地域を会場として、
森林・林業・環境機械展示実演会が開催されました。
　今回は68団体が出展し、林野庁の補助事業により改良中の架線式グラッ
プル遠隔操作用ゴーグルや遠隔操作式小型下刈り機、林内通信用ICTプラッ
トフォームなどのほか、最新の林業機械やドローン、作業道具、防護服な
どの展示・実演が行われました。金子農林水産大臣が会場内の各ブースの
展示を視察されたほか、森林・林業関係者や家族連れなども多数訪れ、２
日間で３千人の来場がありました。その他、森ハブの機能を検討するため、
森ハブの専門委員会の委員３名も現地視察を行いました。
　走行速度の速いホイール式フォワーダ、作業範囲の広いテレブーム仕様
のハーベスタ、日本の地形にも適したタワーヤーダ、効率的にチップを製
造するバイオマスプロセッサーなど多様な機械が展示されました。

高性能林業機械について 〜新たな技術を活かした開発〜

タワーヤーダ８輪ホイール式フォワーダ 木質バイオマスプロセッサーハーベスタ（テレブーム仕様）

森林資源情報解析用ドローン

大型ドローン

コンテナ苗植林用アタッチメント

コンテナ苗運搬と植穴堀を行う電動一輪ク
ローラ

架線式グラップルのミニチュア

実演風景

LPWA通信中継機

コンテナ苗を
植栽するための
アタッチメントや
機材の開発も

進められています。

実際に木材を伐採、
丸太にする作業を
実演する企業も

多数出展されていました。




